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５．機械類の制限の決定

規格では リスクアセスメントは，機械類の制限の仕様を決定することから始める。
その中で・・・
空間上の制限。例えば，次の面を考慮する。
1) 可動範囲
2) 機械の設置及び保全のための空間要求
3) 人の相互作用。例えば，“オペレータ―機械”間インターフェイス
4) “機械―動力供給”インターフェイス

パーテッション

緊急事態表示として、非常停止動作時に赤の
回転灯を動作させる

可搬式の非常停止スイッチ
を設置するなどの検討

顧客と設備設置の仕様打合せ
の中で保全エリアがパーテッション
で仕切られることになったこと
を想定してください

 
図１２：機械類の制限の決定 

 
 
 
 
 
 
 
表６： 機械設備のリスクアセスメントの実施前に明確にするものの例 

分類 機械設備の使用状況 チェック内容 

リスクアセス

メントへの

活用 

・機械設備の能力等の仕様 機械設備の能力等の仕様を

明確にする。 

リスクの見

積り 

・機械設備及びその構成部品の寿

命上の条件 

機械設備の寿命、構成部品

の寿命と交換時期（頻度）・

交換方法、廃棄部品の処理

方法などを明確にする。 

リスクの見

積り 

機械設備の

仕様等 

・機械設備可動部の作動範囲や、

機械設備の据え付けに伴うスペ

ース上の条件 

機械設備可動部の作動範囲

を明確にし、据え付けに伴う

スペース条件を明確にする。 

リスクの見

積り 


